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令和 7年度さがすたいるバリアフリー化補助金【募集要項】 

 

１ 目的 

    県では、お年寄りや障害のある方、子育て・妊娠中の方など、みんながしぜんに支え合い心地よく過

ごせる、佐賀らしいやさしさのカタチ「さがすたいる」を広めています。 

    さがすたいるバリアフリー化補助金（以下、「本補助金」という。）は、日常的な外出先となる県内の飲

食店等の店舗・施設におけるバリアフリー化や子ども連れでも利用しやすいキッズスペースの整備など

受け入れ環境の整備を推進することを目的とするものです。 

２ 対象者 

    以下の Aから Fのすべての条件を満たす、さがすたいる倶楽部会員とする。 

A．さがすたいる倶楽部規約 第３条に規定する会員の要件を満たすこと 

 B．対象となる建築物が次項に掲げる「重点強化施設」に該当すること（但し、飲食施設のうち、アル

コール飲料の提供を主とするスナックバー等は除く） 

 C．さがすたいるセミナー又はさがすたいるゼミを受講済み若しくは令和7年度末までに受講見込み

であること 

D.同一施設や店舗等において、交付申請時から遡って、１年以上の営業期間を有していること 

 E．本事業の目的を十分に理解し、県の「さがすたいる」の取組に、積極的に協力すること 

F．国の機関及び地方公共団体でないこと 

   

『さがすたいる倶楽部とは？』 

県では「さがすたいる」の取組にご協力いただけるお店（「さがすたいる倶楽部」会員）

を募集しており、様々な困りごとを抱えがちな人に配慮した設備やサポートの充実に取り

組むお店を、さがすたいるウェブサイト（http://saga-style.jp/）において積極的に紹

介しています。 

※ 入会方法については、さがすたいるウェブサイト中「さがすたいる倶楽部」のページ、又

は本補助金の「申請マニュアル」をご確認ください。 

※ 会費等は一切かかりません。（ウェブサイトも県が管理するものであり、情報の掲載・更

新等全て無料です。） 

 

『さがすたいるセミナーとは？』 

県が実施する、みんながしぜんに支え合い心地よく過ごせる、佐賀らしいやさしさのカタ

チ「さがすたいる」の考え方について学ぶ研修です。 

 

『さがすたいるゼミとは？』 

県が実施する、障がいをお持ちの方等の当事者がお店を利用する際にどのようなサポ

ートや配慮が必要か、お店に当事者講師の方を招いて、スタッフと一緒に実際の利用シ

ーンを想定しながら考える研修です。 

※ 詳細は、さがすたいるウェブサイト中「さがすたいるゼミ」のページをご確認ください。 
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3 補助金の対象建築物 

（１）対象となる建築物は、不特定かつ多数の者が利用する店舗・施設とします。 

  （２）次に掲げる「重点強化施設」に該当することとします。（但し、飲食施設のうち、アルコール飲料の提

供を主とするスナックバー等は除きます。） 
 

    ●重点強化施設 

区分 店舗・施設（例）※1 

物品販売業施設 ドラッグストア、コンビニ、本屋、パン屋、専門品店、 

スポーツ用品店、マーケット、百貨店 

飲食施設※２ 食堂、レストラン、専門料理店、そば・うどん店、 

すし店、大衆酒場、居酒屋、カフェ 

サービス施設・ 

娯楽施設 

理容及び美容所、クリーニング店、遊技場、 

劇場、観覧場、映画館及び演芸場等 

入浴施設（宿泊施設のないもの）、 

カラオケボックス及びこれらに類する娯楽施設 

その他 上記に掲げるもののほか、知事が特に必要と認めるもの 

   ※1店舗・施設（例）に掲げるものは、『日本標準産業分類』に基づく分類項目名によるものです。 

   複数の業種にまたがる場合は、原則として複数の業種すべてが対象である必要があります。 

   ※2飲食施設において、アルコール飲料の提供を主とするスナックバー等は対象外です。 
 

              保健所が発行する「飲食店営業許可証」に記載の営業の種類と、 

              実際の営業内容に、乖離が見られる場合も対象外です。 

 

 

4 補助金の算定方法 

（１）区分ごとに、補助対象経費と補助基準額を比較していずれか低い額に補助率を乗じて算定します。

（ただし、千円未満の端数が生じた場合は切り捨てます。） 

（２）複数の区分がある場合は、上記（１）により算定した額を合計し、補助上限額と比較していずれか

低い額とします。 

区 分 補助基準額 補助率 補助上限額 

（１）工事施工費 150万円 1/3 

１店舗につき 

50万円 

（２）物品購入費 30万円 1/3 

（３）その他、困りごとを抱える人

に配慮したサポートの充実に

要する経費 

15万円 1/3 
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5 対象経費 

対象経費（本補助金の交付対象となる経費）は、様々な困りごとを抱えがちな人に配慮した設備や

サポートの充実に要する経費のうち、以下の A から D の条件のすべてを満たす、以下の（１）から（３）

の区分に係る経費とします。 

A．本補助金の目的の達成に寄与すると、明確に特定できる経費 

B．補助金交付決定後の契約・発注により発生した経費 

C. 令和 8年 3月 16日（月曜日）までに取組を終え、かつ支払まで完了できる経費 

D．見積書､契約書､納品書､領収書等によって契約・支払金額を確認できる経費 

 

区 分 （取組の例） 

（１）工事施工費 出入口・廊下の拡幅、自動扉への改修※１、段差解消スロープや手

すりの設置、視覚障害者誘導用ブロックの敷設、音声誘導装置の

設置、電光掲示板、フラッシュライト等の整備※２、昇降機の設置、身

障者用駐車場の標識・塗装や屋根の設置、トイレの拡張や多機能

化（洋式化※3 やベビーキープの設置、オストメイト対応等を含む）、

洗面所、手洗い場等の改修※4、キッズスペースや授乳スペースの

整備 等 

（２）物品購入費 筆談ボードやコミュニケーションボードなどのコミュニケーションツ

ール、貸出用車いす、簡易スロープ、お年寄りや子ども用の椅子や

食器、ベビーシート、おむつ交換台の購入 等 

（３）その他、困りごとを

抱える人に配慮した

サポートの充実に要

する経費 

点字や音声コード等を用いたメニュー・わかりやすい店内の案内

（トイレの入口のサイン等）の作成（多言語化を含む）、お店で実施

するイベント等における手話通訳者や要約筆記者、託児サービス

の派遣費 等 

   ※1車椅子使用者が容易に開閉し通過できるものに限定します。 

   ※2聴覚障がい者に緊急情報を伝達することができるものであることが必要です。 

   ※3 トイレの洋式化は、手すりの設置までを必須とします。 

   ※4車椅子使用者が利用しやすい高さ、及び鏡の設置までを必須とします。 

 

6 対象外経費 

 次に掲げる経費については、対象経費とはなりません。 

・交付決定日よりも前に発注、購入、契約等を行った経費 

・躯体工事費  

・床（滑りにくい床等も含む）の張替えを単独で実施する際に係る経費 

・施設敷地外に係る経費 

 ・その機能や効果が、当事者以外にも、汎用性が高い物品（呼び出しボタンやワイヤレスチャイム等）の

購入費 

 ・リース・レンタル経費、当事者に配慮した機能性の向上を伴わない施設設備の更新・改修・修繕費、維

持管理費、メンテナンスに係る消耗品費 
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 ・間接経費（消費税その他の租税公課、収入印紙、振込手数料、通信費、送料など） 

 ・国または地方公共団体からの運営委託および指定管理により管理・運営を行っている施設に係る経費 

・国又は地方公共団体等の他の補助金を受けている又は受けることが確定している経費 
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7 募集期間 

  令和 7年 5月 1日（木曜日）から令和 7年 12月 12日（金曜日）まで。 

ただし、補助金申請額が県予算額に達した時点で受付を終了します。 

※受付終了の場合は、さがすたいるウェブサイト（http://saga-style.jp/）にてお知らせいたします。 

 

8 申請方法（全体の流れ） 

 本補助金を活用する場合に必要な手続の流れは以下のとおりです。 

 ※必要書類等、詳細は本補助金の「申請マニュアル」をご確認ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9 その他留意点 

必ず令和 7年度内にさがすたいるセミナー又はさがすたいるゼミを受講してください。 

※過去に受講された方は、再受講の必要はございません。 

 
申請者 

 

① さがすたいる倶楽部 

入会手続 

 

② 応募 

   補助事業実施計画書

等の提出 

 

③ 補助金交付申請 

 

（交付決定日以降） 

④ 発注・購入・契約等 

～業者等への支払 

 

③´ 変更承認申請 

  交付決定額や実施計画の内

容等に変更が生じる場合 

 

⑤ 実績報告 

 

（額の確定日以降） 

⑥ 補助金の請求 

 

⑦ 補助金の受領 

 
県 

 

設備・サポートの確認 

 

 

審査 

↓ 

②-１審査結果を通知 

(交付申請手続の連絡） 

 

③-１補助金交付決定 

 

 

 

 

審査 

↓ 

③´-１変更承認通知 

 

完了確認 

↓ 

⑤-１補助金の額の確定 

 

⑥‐１補助金の支払 
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本補助金については、できるだけ多くの店舗・施設で活用していただきたいと考えておりますので、過

去に交付実績のある方や、同一申請主体で複数の店舗での活用を希望される場合は、他の申請者の

応募状況を勘案し、お断りをさせていただく場合がありますので、あらかじめご了承ください。 

 

10 さがすたいるセミナー開催日 

※さがすたいるセミナーへの参加は事前予約制です。 

※駐車場は、各会場の駐車場または近隣の駐車場をご利用ください。 

※以下のいずれかの日程に参加できない場合は、ご相談ください。 

【第一回】令和 7年 6月 3日（火） 14：30～16：30 ※申込締切日：令和 7年 5月 27日（火） 

会場：佐賀県在宅生活サポートセンター（佐賀市神野東 2丁目 6-1） 

【第二回】令和 7年 8月 27日（水） 14：30～16：30 ※申込締切日：令和 7年 8月 20日（水） 

会場：市村清記念メディカルコミュニティセンター（三養基郡みやき町白壁 1074番地 3） 

【第三回】令和 7年 11月 20日（木） 14：30～16：30 ※申込締切日：令和 7年 11月 13日（木） 

会場：うれしの茶交流館「チャオシル」（嬉野市嬉野町大字岩屋川内乙 2707－1 ） 

【第四回】令和 8年 2月 4日（水） 14：30～16：30 ※申込締切日：令和 8年 1月 28日（水） 

会場：佐賀県在宅生活サポートセンター（佐賀市神野東 2丁目 6-1） 

     

【申込方法】 

申込方法は下記の 3通りあります。 

① さがすたいるウェブサイト内の申込フォームにて申込み。 

② 県民協働課へメール・電話・FAXにて申込み。 

③ さがすたいるバリアフリー化補助事業実施計画書の提出にて申込み。 

 

＜申込に当たっての必要事項＞ 

・さがすたいるセミナーの希望参加日 

・店舗名 

・参加者のお名前（フリガナ）※複数名で申し込まれる場合は代表者 

・参加人数 

・電話番号 

・メールアドレス 
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11 問い合わせ先 

  佐賀県 県民環境部 県民協働課 さがすたいる担当 

  〒840-8570 佐賀県佐賀市城内一丁目１番５９号 

  電話：0952-25-7068 FAX：0952-25-7561 

  Mail：kenminkyoudou@pref.saga.lg.jp 

    ウェブサイト：https://saga-style.jp/ 


